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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建築物の内外空間を仕切る仕切面の中に設けた空隙層と、当該空隙層を更に層状に少な
くとも二分して室内側空隙層と反室内側空隙層を形成するように且つ縦胴縁部分のみによ
って支持されるように配置された遮熱シートと、を備えた仕切構造と、
　前記室内側空隙層と連通し、当該室内側空隙層に下方から空気を送り込むことができる
第１の送風路と、
　前記室内側空隙層と連通し、当該室内側空隙層の上方から空気を排出することができる
第２の送風路と、
　前記第２の送風路内の空気を屋外に排出すると共に、当該第２の送風路内の空気と屋外
から前記第１の送風路に取り込むフレッシュエアとの間で熱交換を行う第１の熱交換器と
、
　空気を積極的に移動させるための送風機と、を備える
　ことを特徴とする空調システム。
【請求項２】
　建築物内の空間を仕切る仕切面の中に設けた空隙層と、当該空隙層を更に層状に少なく
とも二分して室内側空隙層と反室内側空隙層を形成するように且つ縦胴縁部分のみによっ
て支持されるように配置された遮熱シートと、を備えた仕切構造と、
　前記室内側空隙層と連通し、当該室内側空隙層に下方から空気を送り込むことができる
第１の送風路と、
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　前記室内側空隙層と連通し、当該室内側空隙層の上方から空気を排出することができる
第２の送風路と、
　前記第２の送風路内の空気を屋外に排出すると共に、当該第２の送風路内の空気と屋外
から前記第１の送風路に取り込むフレッシュエアとの間で熱交換を行う第１の熱交換器と
、
　空気を積極的に移動させるための送風機と、を備える
　ことを特徴とする空調システム。
【請求項３】
　請求項１又は２において、
　前記第１の送風路の途中に、当該第１の送風路内の空気を特定熱源の熱を利用して所望
の温度に変換することができる第２の熱交換器が備わる
　ことを特徴とする空調システム。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかにおいて、
　前記仕切構造の室内側面には、前記室内側空隙層と連通し当該室内側空隙層内の空気の
一部を放出可能な放出口が形成されている
　ことを特徴とする空調システム。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかにおいて、
　室内の天井面には、前記第２の送風路と連通した排出口が形成されている、
　ことを特徴とする空調システム。
【請求項６】
　請求項３において、
　室内には、前記第２の熱交換器と連通して、前記特定熱源の熱を直接室内に放射可能な
放射パネルが備わる
　ことを特徴とする空調システム。
【請求項７】
　請求項３において、
　前記特定熱源が、太陽光、地熱に由来して前記第１の送風路内の空気を加熱する
　ことを特徴とする空調システム。
【請求項８】
　請求項３において、
　前記特定熱源が、井戸水、河川水、湖水、海水、水道水に由来して前記第１の送風路内
の空気を冷却する
　ことを特徴とする空調システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建築物の空調システム、特に詳しくは建築物の内外空間若しくは内部空間同
士を仕切る仕切構造に設けた空隙層を利用して空気を積極的に循環させる空調システムの
技術分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、建築物に対して断熱効果、遮熱効果を期待して様々な工夫が施された構造が
提案されている。例えば、外壁と内壁との間に薄型遮熱シートを挟み、この外壁と薄型遮
熱シートとの間に胴縁を取り付け、空気の出入りを防止し静止空気層を設けるという構造
である（特許文献１、２を参照）。
【０００３】
　また、間隔をおいて平行状に対向配置された内外壁間の断熱空間内に、内外壁と平行状
に１枚ないし複数枚の網状部材を間隔的に装填配置するという構造も存在する（特許文献
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３を参照）。
【０００４】
　また、夫々の部屋の周囲に位置する外壁の構造・躯体及び間仕切壁の構造・躯体の室内
側に、断熱・防湿・熱反射シートを設け、この断熱・防湿・熱反射シートの室内側に内装
仕上材を設けると共に、外壁の構造・躯体の室外側に構造用合板を配設し、構造用合板の
室外側に外装仕上材を設け、断熱・防湿・熱反射シートと構造用合板との間に、外気に通
じる通気路を形成する住宅構造も存在する（特許文献４を参照）。
【０００５】
　これらはいずれも仕切構造の中に空隙層を設け、且つ、輻射熱を反射することができる
反射シートを併せて用いることによって、建築物内への熱の進入を遮断せんとするもので
ある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００７－１０７３６０号公報
【特許文献２】特開２００７－２３９４２９号公報
【特許文献３】特開平１０－８５８８号公報
【特許文献４】特開２００６－２４９７６９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献１～３の構造は、単に壁面等の仕切構造の中に空隙層と遮熱シ
ートを設けたというに過ぎず、空隙層内の空気を循環させるという発想ではない。即ち、
これら空隙層や遮熱シートが存在する構造物によっては、熱が室内に伝達するのを遅らせ
ることはできても、伝導熱や輻射熱によって徐々に当該構造物自体が熱を帯び、いずれは
室内にも熱が伝達されてしまう。
【０００８】
　一方、特許文献４の住宅構造は、空隙層内の空気が自然に流れ得る構造ではあるものの
、空気を積極的に流すものではなく、更に、外気に通じる通気路は、遮熱シート（断熱・
防湿・熱反射シート）の外側（屋外側）に備わっている。即ち、空気の自然対流に頼って
いるのであり、空気を介して熱を積極的に運ぶものではない。更に、空気が流れる空隙層
が遮熱シートの外側（屋外側）に位置しているので、日差しの強い真夏などでは、空隙層
を空気が移動（上昇）している間に、特に輻射熱によって当該空気が暖められてしまい、
所望の温度の空気を所望の位置（部屋）に運ぶ事は不可能である。
【０００９】
　そこで本発明は、このような問題点を解消し、快適な室内環境を提供する事をその課題
としている。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するべく、本願発明は、建築物の内外空間を仕切る仕切面の中に設けた
空隙層と、当該空隙層を更に層状に少なくとも二分して室内側空隙層と反室内側空隙層を
形成するように配置された遮熱シートと、を備えた仕切構造と、前記室内側空隙層と連通
し、当該室内側空隙層内に空気を送り込むことができる第１の送風路と、前記室内側空隙
層と連通し、当該室内側空隙層内から空気を排出することができる第２の送風路と、前記
第２の送風路内の空気を屋外に排出すると共に、当該第２の送風路内の空気と屋外から前
記第１の送風路に取り込むフレッシュエアとの間で熱交換を行う第１の熱交換器と、空気
を積極的に移動させるための送風機と、を備えることを特徴とする空調システムを提供せ
んとするものである。
【００１１】
　また本願発明は、室内外の仕切構造だけでなく、室内空間同士の仕切構造を利用するこ
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とも可能である。即ち、建築物内の空間を仕切る仕切面の中に設けた空隙層と、当該空隙
層を更に層状に少なくとも二分して室内側空隙層と反室内側空隙層を形成するように配置
された遮熱シートと、を備えた仕切構造と、前記室内側空隙層と連通し、当該室内側空隙
層内に空気を送り込むことができる第１の送風路と、前記室内側空隙層と連通し、当該室
内側空隙層内から空気を排出することができる第２の送風路と、前記第２の送風路内の空
気を屋外に排出すると共に、当該第２の送風路内の空気と屋外から前記第１の送風路に取
り込むフレッシュエアとの間で熱交換を行う第１の熱交換器と、空気を積極的に移動させ
るための送風機と、を備えることを特徴とする空調システムを提供せんとするものである
。
【００１２】
　このような構成を採用することによって、少ない消費電力であっても十分な性能を発揮
できる空調システムを提供することが可能となった。室内側空隙層内の空気を積極的に移
動させて屋外に排気することによって、室内側空隙層にまで（仮に熱が伝達されてきたと
しても）伝達されてきた熱を室内側空隙層の空気に乗せて屋外に排出する事ができる。更
に本発明において、空気を通す室内側空隙層は遮熱シートよりも室内側（内側）に配置さ
れており、更に、この遮熱シートの直ぐ屋外側（外側）にも空隙層（反室内側空隙層）が
設けられているため伝導熱はもちろん輻射熱もカットできる。即ち、室内側空隙層内の空
気の温度が過度に上昇することはない。加えて、当該空調システムにおいては、取り込む
フレッシュエアと排出する空気との間で積極的に熱交換しているので、折角冷やした（若
しくは暖めた）空気の熱エネルギーを無駄にせず、省エネルギーを実現することができる
。また、熱交換は行っても空気自体はフレッシュエアを取り込んでいるので、同時に換気
も実行することができる。
【００１３】
　また、前記第１の送風路の途中に、当該第１の送風路内の空気を、特定熱源の熱を利用
して所望の温度に変換することができる「第２の熱交換器」を備えた構成としてもよい。
【００１４】
　このような構成を採用することによって、室内側空隙層に通す空気を所望の温度に管理
することが可能となる。即ち、夏場は冷たい空気を、冬場は暖かい空気を室内側空隙層に
送り込むことによって快適な住環境を維持することが可能となる。
【００１５】
　また、前記第２の熱交換器を伝熱管蓄熱方式の熱交換器で構成してもよい。
【００１６】
　このような構成とすれば、コンパクトな構成ながらも特定熱源の熱を効率よく第１の送
風路内の空気に伝え、当該第１の送風路内の空気を効率よく所望の温度に変換することが
可能となる。
【００１７】
　また、前記仕切構造の室内側面に、前記室内側空隙層と連通し当該室内側空隙層内の空
気の一部を放出可能な放出口を形成してもよい。
【００１８】
　このような構成とすれば、所望の温度に調整した空気を、積極的に室内に導入すること
ができ、より能動的に室内温度管理が可能となる。更に同時に、室内にフレッシュエアを
取り込むことができる。即ち、室内の温度管理と同時に換気管理も行うことができる。
【００１９】
　また、室内の天井面に、前記第２の送風路と連通した排出口を形成してもよい。
【００２０】
　このような構成とすれば、室内で暖まってしまった（若しくは冷めてしまった）空気を
、積極的に室外に排出することができ、より積極的に室内温度管理が可能となると共に、
室内から汚れた空気を運び出すことができる。即ち、室内の温度管理と同時に換気管理も
行うことができる。
【００２１】
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　また、室内に、前記第２の熱交換器と連通して、前記特定熱源の熱を直接室内に放射可
能な放射パネルを備える構成としてもよい。
【００２２】
　このような構成とすれば、特定熱源の熱エネルギーを直接室内に放出することができ、
室内温度管理をより積極的に行うことができる。特に真夏や真冬などにおいて、追加的に
放射パネルを利用することで、快適な住環境を維持することができる。
【００２３】
　また、前記特定熱源が、太陽光、地熱に由来して前記第１の送風路内の空気を加熱する
構成としてもよい。
【００２４】
　このような構成とすれば、自然エネルギーを利用して室内を暖めることができるので、
省電力且つ環境負荷が小さな空調システムを構築することができる。
【００２５】
　また、前記特定熱源が、井戸水、河川水、湖水、海水、水道水に由来して前記第１の送
風路内の空気を冷却する構成としてもよい。
【００２６】
　このような構成とすれば、自然エネルギーを利用して室内を冷やすことができるので、
省電力且つ環境負荷が小さな空調システムを構築することができる。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明により、低消費電力の空調システムを提供できると共に、一年を通して快適な住
環境を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明に係る空調システムの概略構成図である。
【図２】本発明に係る空調システムを構成する仕切構造の断面図であって、（ａ）が横断
面図、（ｂ）が縦断面図（（ａ）のＢ－Ｂ線に沿う断面図）である。
【図３】図２の概略構成図に基づき、実際の建築物に適用した実施例を示した図である。
【図４】本発明の空調システムの制御関係の一例を示した関係図であって、建屋（室内部
分）を取り出して示した図である。
【図５】本発明の空調システムの制御関係の一例を示した関係図であって、屋外（室外）
に位置する蓄熱槽周りを取り出して示した図である。
【図６】本発明の空調システムの制御関係の一例を示した関係図であって、屋外（室外）
に位置する水槽周りを取り出して示した図である。
【図７】本発明の空調システムの制御関係の一例を示した関係図であって、屋外（室外）
と建屋とをつなぐバルブ周り（設備ピット）を取り出して示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下、添付図面を参照しつつ、本発明の実施形態の一例について説明を加える。なお、
図面理解容易の為、各部の大きさや寸法を誇張して表現している部分があり、実際の製品
と必ずしも一致しない部分があることを付記しておく。また各図面は符号の向きに見るも
のとし、当該向きを基本に上下左右、手前、奥と表現する。
【００３０】
〈空調システムの構成〉
　本発明に係る空調システム１は、建築物１０の内外空間を仕切る仕切面の中に設けた空
隙層１２２と、この空隙層１２２を更に層状に少なくとも二分して室内側空隙層１２４と
反室内側空隙層１２６を形成するように配置された遮熱シート１２０と、を備えた仕切構
造１００と、室内側空隙層１２４と連通し、当該室内側空隙層１２４内に空気を送り込む
ことができる第１の送風路１７０と、室内側空隙層１２４と連通し、当該室内側空隙層１
２４内から空気を排出することができる第２の送風路１８０と、この第２の送風路１８０
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内の空気を屋外に排出すると共に、当該第２の送風路１８０内の空気と屋外から第１の送
風路１７０に取り込むフレッシュエアとの間で熱交換を行う第１の熱交換器１３０と、空
気を積極的に移動させるための送風機と、を備える。
【００３１】
　仕切構造１００は、図２に示しているように、最も屋外側に外装仕上げ材１０２が配置
されている。この外装仕上げ材１０２は、例えば石膏ボードなどが利用される。外装仕上
げ材１０２の内側（屋内側）には透湿・防水シート１０４が配置されている。更に内側に
は耐水性合板などで構成された壁体構造材１０８が配置されている。この壁体構造材１０
８は、柱１１２の上下に配置され、且つスペーサ１１０を挟んで一定の隙間を形成しつつ
柱１１２の左右両側（屋外側と室内側）に配置されている。柱１１２の内側（室内側）に
配置されている壁体構造体１０８の更に内側には空隙層１２２を介して内装仕上げ材１１
８が配置されている。
【００３２】
　空隙層１２２は遮熱シート１２０によって更に層状に「二分」されている。即ち、第１
の遮熱シート固定材１１４により柱１１２側から、更に、第２の遮熱シート固定材１１６
により内装仕上げ材１１８側から支持された遮熱シート１２０によって二分されている。
要するに、部分的に第１、第２の遮熱シート固定材１１４、１１６で支持されている部分
を除き、この遮熱シート１２０は空隙層１２２内に他の部材と非接触のまま位置している
。その結果、遮熱シート１２０を境に室内側空隙層１２４と反室内側空隙層１２６に二分
されている。なおこの遮熱シート１２０は、例えば、表面にアルミニウムを蒸着させたフ
ィルム等、輻射熱を効率的に反射することができる素材により構成されている。
【００３３】
　なお、内装仕上げ材１１８には部分的に屋内（室内）と室内側空隙層１２４とに貫通す
る態様で放出口１１８ａが形成されている。この放出口１１８ａは、本実施形態では室内
壁面の下方（足下付近）に設けられている。
【００３４】
　また、上記仕切構造１００の室内側空隙層１２４は、本実施形態では、床下空間（床面
１６と基礎１８の間の空間）２２を介して吸気路１３４と連通している。これら床下空間
２２と吸気路１３４とで第１の送風路１７０を構成している。なお。当該床下空間２２は
ダクトの一部として機能し得ることから、防塵塗装が施されている。同様に、上記仕切構
造１００の室内側空隙層１２４は、本実施形態では、天井空間（屋根１２と天井面２４の
間の空間）を介して排気路１３６と連通している。これら天井空間２４と排気路１３６と
で第２の送風路１８０を構成している。なお天井空間２４においても、床下空間２２と同
様に防塵塗装を施してもよい。
【００３５】
　また、吸気路１３４と排気路１３６はいずれも全熱交換器（第１の熱交換器）１３０を
介して、吸気路１３４は吸気口１３２と、排気路１３６は排気口１３８に接続されている
。この全熱交換器１３０は、吸気口１３６から吸い込んだフレッシュエアと排気路１３６
からの排気との間で全熱を交換可能な構成とされている。例えば、排気路１３６からの排
気温度が２５℃、吸気口１３２からの吸気温度が３５℃の場合、この全熱交換器１３０に
より、排気口１３８からの排気温度が３５℃、吸気路１３４を流れる空気の温度が２５℃
となる（熱交換率１００％）。もちろん、熱交換率が１００％の熱交換器であることが本
発明の必須の構成要素ではない。なおこの全熱交換器１３０には送風機が内蔵されていて
（図示していない）、吸気口１３２から吸い込んだ空気を吸気路１３４へと送ると共に、
排気路１３６内の空気を排気口１３８へと送ることが可能となっている。即ち、空気を積
極的に移動させる事が可能である。
【００３６】
　また、床下空間２２には、伝熱管蓄熱方式熱交換器１５０が配置されている。即ちこの
伝熱管蓄熱方式熱交換器１５０は、第１の送風路１７０の途中に設けられている。またこ
の伝熱管蓄熱方式の熱交換器の伝熱管の周囲には特殊なフィン状物が多数配置されていて
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、当該フィン状物の間を通過した空気（第１の送風路１７０内の空気）を所望の温度に管
理することが可能となっている。
【００３７】
　伝熱管蓄熱方式熱交換器１５０には循環パイプ１５２によって液体（水やオイルなど）
が循環している。また循環パイプ１５２は屋外に設置された第２の熱交換器１４０に出入
りしていて、特定熱源（詳細は後述する。）で得られた熱との間で熱交換可能な構成とさ
れている。
【００３８】
　なお循環パイプ１５２は、伝熱管蓄熱方式熱交換器１５０側とは別に、室内２０に配置
された放熱・輻射パネル１６０側にも分岐している。この放熱・輻射パネル１６０は、表
面積を大きくすることが可能な形状（例えば波状等）に形成されて、このパネル内に液体
を通すことができるようになっている。即ち、伝熱管蓄熱方式熱交換器１５０によって管
理される熱を、放熱・輻射パネル１６０により直接室内２０へと伝達することが可能とな
っている。
【００３９】
　また、室内２０の天井面１４には排気路１３６に連通する回収口１３６ａが設けられて
いて、室内２０の空気（汚れた空気等）を回収することが可能な構成とされている。
【００４０】
　また、第２の熱交換器１４０と接続される「特定熱源」には、暖房用としては例えば、
太陽光、地熱等が利用できる。即ち、太陽光や地熱により暖めた水やオイルを当該第２の
熱交換器１４０の熱源として利用することができる。
【００４１】
　同様に冷房用としては例えば、井戸水、河川水、湖水、海水、水道水などが利用できる
。即ち、井戸水、河川水、湖水、海水や水道水により冷やした水やオイルを当該第２の熱
交換器１４０の熱源として利用することができる。即ち、例えば、井戸水、河川水、湖水
、海水、水道水等をある一定量水槽等に貯留し、当該水槽に循環パイプ１５２を通過させ
て循環パイプ１５２の水やオイルの温度を冷やすのである。
【００４２】
　もちろん、これら以外にも、自然エネルギー（太陽光、風力、水力、波力等）を一旦電
力に変換し、当該電力により電気チラーを作動させ、当該電気チラーを特定熱源として利
用することも可能である。
【００４３】
　なお本発明に係る空調システム１は、図３に示しているように、複数階建ての建築物に
も問題なく適用することができる
【００４４】
〈空調システムの作用・機能〉
　本発明に係る空調システム１は一年を通して使用することができる。以下暖かい時期に
冷房することを前提に説明するが、寒い時期に暖房する場合には基本的に温度関係が逆に
なるのみである。よって重複した説明は省略する。
【００４５】
　例えば外気温が３５℃の真夏を想定する。こういった状況下では、室内２０は外気温の
伝熱を初め、太陽光によって熱された屋根や壁等の構造物自体が輻射する熱によって、時
間と共に上昇し、場合によっては外気温である３５℃を上回る。しかし例えば特定熱源と
して水道水を利用した場合、真夏でもその供給されるときの温度は（高くても）２５℃程
度であり、外気温との間に１０℃もの開きがある。
【００４６】
　本発明にかかる空調システム１では、この特定熱源（ここでは水道水）の温度（特定熱
源が持つ熱エネルギー）を最大限利用して空調に利用している。即ち、空調システム１の
電源が入ると、全熱交換器１３０に内蔵された送風機（図示していない）が作動し、第１
の送風路１７０や第２の送風路１８０内の空気を積極的に移動させ始める。
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【００４７】
　同時に、循環パイプ１５０内の水やオイルを循環させるポンプ（図示していない）が作
動し、特定熱源から得られた熱エネルギーを伝熱管蓄熱方式熱交換器１５０へと伝達する
。
【００４８】
　吸気口１３２から吸い込まれた外気（３５℃）は吸気路１３４を介して床下空間２２に
放出され、当該床下空間２２内に配置されている伝熱管蓄熱方式熱交換器１５０を通過す
る。この通過の際、伝熱管蓄熱方式熱交換器１５０に数多く設置されているフィン状物の
温度は、略特定熱源の温度（例えば２２℃）となっているので、ここで熱交換が行われて
冷却される。なおここでは熱交換率９０％と仮定し、冷却後の第１の送風路１７０内の空
気の温度を２３．３℃とする。
【００４９】
　冷却された空気は、第１の送風路１７０の一部である床下空間２２から室内側空隙層１
２４へと順次移動する。室内側空隙層１２４に入った空気は、当該空隙層１２４内を上昇
すると共に、その一部（場合により全部であってもよい）は放出口１１８ａから室内２２
へと放出される。また、本発明においては、建築物の内外空間を仕切る仕切面の中に設け
た空隙層１２２と、当該空隙層１２２を更に層状に少なくとも二分して室内側空隙層１２
４と反室内側空隙層１２６を形成するように遮熱シート１２０を配置している（即ち、空
気を通す室内側空隙層は遮熱シートよりも室内側（内側）に配置しており、更に、この遮
熱シート１２０の直ぐ屋外側（外側）にも空隙層（反室内側空隙層１２６）が設けられて
いる）ので、伝導熱はもちろん輻射熱もカットできる。即ち、室内側空隙層１２４内の空
気の温度が屋外の影響によって過度に上昇してしまうことはない。
【００５０】
　室内２２に放出された空気は、順次元々室内に存在していた空気との間で交換されつつ
、天井面１４に形成された回収口１３６ａから排気路１３６へと回収される。また、室内
２２に放出されずに室内側空隙層１２４内を移動した空気も、最終的には天井空間２４を
介して排気路１３６に回収される（即ち、第２の送風路１８０の流れに乗る）。
【００５１】
　排気路１３６に回収されてくる空気の温度は、当然であるが、室内に存する人体から放
射される熱や、電気製品等の使用による発熱等によって上昇している（例えば２６℃）が
、まだまだ外気温（３５℃）には遠く及ばないレベルである。この熱エネルギーをそのま
ま外気に放出してしまうと非常に無駄が生じる（折角冷やした空気の熱エネルギーが無駄
になる）ので、本空調システム１においては、全熱交換器（第１の熱交換器１３０）によ
って、これから取り込もうとするフレッシュエアとの間で熱交換を行う。即ち、新規に取
り込む３５℃のフレッシュエアを当該全熱交換器１３０で２６℃にまで冷却してから第１
の送風路１７０へと送るのである（熱交換率１００％の場合）。
【００５２】
　一旦この流れが完了すれば、伝熱管蓄熱方式熱交換器１５０の負担は極めて小さいので
、特定熱源として必要な熱エネルギーも僅かである。また、室内外は空隙層１２２と遮熱
シート１２０によって非常に効率よく断熱・遮熱されているので、屋外から流入してくる
熱や、室内から流出する熱量も極めて小さい。よって、補充すべき熱量も少なく、省エネ
ルギーでも十分な空調システムを実現することが可能となっている。
【００５３】
　更に、本空調システム１が稼働している場合、常に、外気（フレッシュエア）との間で
換気が行われている。よって、熱エネルギーを無駄にせずに換気（例えば２４時間換気）
も同時に実現可能である。
【００５４】
　なお上記では、建築物の内外を仕切る仕切構造に空隙層を設けた構成として説明してい
るが、本願発明は、室内外の仕切構造だけでなく、室内空間同士の仕切構造を利用するこ
とも可能である。即ち、建築物内の空間を仕切る仕切構造の中に設けた空隙層と、当該空
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隙層を更に層状に少なくとも二分して室内側空隙層と反室内側空隙層を形成するように配
置された遮熱シートと、を備えた仕切構造と、前記室内側空隙層と連通し、当該室内側空
隙層内に空気を送り込むことができる第１の送風路と、前記室内側空隙層と連通し、当該
室内側空隙層内から空気を排出することができる第２の送風路と、前記第２の送風路内の
空気を屋外に排出すると共に、当該第２の送風路内の空気と屋外から前記第１の送風路に
取り込むフレッシュエアとの間で熱交換を行う第１の熱交換器と、空気を積極的に移動さ
せるための送風機と、を備えることを特徴とする空調システムとして構成してもよく、更
に両方を同時に適用することも可能である。要するに、室内外を仕切る仕切構造（壁、屋
根、床など）のみならず、室内同士を仕切る仕切構造にも同様に適用することが可能であ
る。
【００５５】
　また、上記説明した仕切構造１００では、空隙層を「二分」していた。しかしこれに限
定されるものではなく、必要により２枚以上の遮熱シート１２０を配置して、「三分」以
上に構成することも可能である。要は、「空気を通す空隙層の室外側に遮熱シート１２０
が存在している限りにおいて、種々の構造を採用することができる。
【００５６】
〈空調システムの具体的な制御について〉
　次に本発明に係る空調システムの具体的な制御について図４～図７を参照しつつ説明す
る。なおここで説明するシステムは具体的な制御を説明するための構成であり、上記説明
したシステムをより複雑化したシステムであって構成自体は異なるシステムである。
【００５７】
　ここで記号Ｐはポンプである。記号Ｖは電動弁（電動三方弁、電動弁など）である。記
号ＴＨは温度検出器（温度検出端）である。記号ＬＳ水位に反応するレベルスイッチであ
る。
【００５８】
〈冷暖房の切り替え〉
　建屋に設置した冷房・暖房切り替えＳＷを手動で切り替える。冷房に切り替えると設備
ピット内の冷暖房切り替え電動弁Ｖ－６１とＶ－６２が閉、Ｖ－６３及びＶ－６４が開と
なり、冷温水水ポンプＰ－３１～３７及び冷水ポンプＰ－４１～４８が運転し、回路内に
冷水が循環する。暖房に切り替えた場合は、冷暖房切り替え電動弁Ｖ－６１とＶ－６２が
開、Ｖ－６３及びＶ－６４が閉となり、冷温水水ポンプＰ－３１～３７及び温水ポンプＰ
-５４～５６が運転し、回路内に温水が循環する。
【００５９】
〈冷房運転〉
　井水槽のレベルスイッチＬＳ－５により、井戸ポンプＰ－９が運転し、地下水（例えば
１６℃）を井水槽に供給する。井水送水ポンプＰ－１３、設備ピット内の冷温水ポンプＰ
－３１～４２が運転し、井水槽より井水（冷水）を負荷側へ送水する。床下冷暖房回路で
は床下の蓄放熱ユニット（伝熱管蓄熱方式熱交換器）通過後の温度を室内型温度検出器Ｔ
Ｈ－２１～２７が検出し、制御盤Ｂの温度指示調節計の設定により、それぞれの電動三方
弁Ｖ－３１～３７を制御（二位置）する。壁冷房回路（室内側空隙層を利用した回路）で
は、室内の温度を室内型温度検出器ＴＨ－１１～１４が検出し、制御盤Ｂの温度指示調節
計の設定により、それぞれの電動三方弁Ｖ－４１～４８を制御（二位置）する。冷水が負
荷側を経由した戻りは、中水槽に入る。
【００６０】
〈暖房運転〉
　暖房用熱交換器では、蓄熱槽Ａ及び蓄熱槽Ｂの温水（給湯）により暖房用温水を昇温す
る。蓄熱槽Ａ及び蓄熱槽Ｂの槽内温度を挿入型温度検出器（温度検出端）ＴＨ－３、４が
、検出していずれか温度が高い方を選択し、その結果に基づいて、電動二方弁Ｖ－７、８
若しくはＶ－９、１０を切り替え、循環ポンプＰ－３の運転を行う。蓄熱槽Ａ.及び蓄熱
槽Ｂの両方の槽内温度が低い場合（例えば５０℃以下）の場合は、バックアップとして貯
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湯槽から温水（給湯）を暖房用熱交換器に供給する。更に、電動二方弁Ｖ－１７、１８を
開、電動三方弁Ｖ－１４、１５を貯湯槽側に切り替え、加えて、循環ポンプＰ－５を運転
する。温水送水ポンプＰ－１２、設備ピット内の冷温水ポンプＰ－３１～３７が運転し、
電動三方弁Ｖ－１６により適温（例えば４０℃）に調整（比例制御）された温水を負荷側
へ送水する。床下冷暖房回路では床下の蓄放熱ユニット（伝熱管蓄熱方式熱交換器）通過
後の空気の温度を室内型温度検出器ＴＨ－２１～２７が検出し、制御盤Ｂの温度指示調節
計の設定により、それぞれの電動三方弁Ｖ－３１～３７を制御（二位置）する。なお、暖
房用昇温回路内の給湯との共用部分については、夏期は死水となるため、電動弁Ｖ－７、
８、９、１０、１７及び１８を閉、及び、電動弁Ｖ－１１、１２、１９を開にして、水を
排出しておく。また、冷暖房回路では、冷房時・暖房時共に同じ室内型温度検出器ＴＨ－
２１～２７、温度指示調節計を使用するが、室内設定温度は夏場と冬場（若しくは冷房運
転時と暖房運転時）で異なるため（例えば夏２４℃、冬２０℃）、自動で設定温度が切り
替わるように構成してもよい。
【００６１】
〈乾燥室系統運転〉
　乾燥室Ａ・Ｂ・Ｃに設置した乾燥用運転ＳＷを入れると、設備ピット内の乾燥用冷水ポ
ンプＰ４６～４９が運転し、冷水を通水、温水を循環する。
【００６２】
〈給湯回路運転〉
　蓄熱槽Ａ・Ｂより電動三方弁Ｖ－１３の切り替え、循環ポンプＰ－４の運転により温水
（給湯）を貯湯槽に移槽する。蓄熱槽への補給（上水）は深夜にタイマー運転にてレベル
スイッチＬＳ－１、２、電動弁Ｖ－１、２の動作によって行う。温水（給湯）の移槽は、
深夜に行われ、挿入型温度検出器（温度検出端）ＴＨ－５が温度を検知し、６０℃以下の
場合は、バックアップ運転として「自然冷媒ヒートポンプ給湯機」が早期に運転し、昇温
（例えば６０℃）する。給湯の送水は加圧ポンプＰ－６により一定の圧力で行う。
【００６３】
〈中水回路運転〉
　中水は井水（井戸水）を利用し、空調用に冷水使用時はその戻り水を中水道に貯め、ま
た冷水停止時には中水槽のレベルスイッチＬＳ－４により井水槽より直接中水槽に送水ポ
ンプＰ－８を運転して送水する、建屋側への送水は加圧ポンプＰ－７により一定の圧力で
行う。
【００６４】
〈雨水槽回路運転〉
　雨水槽へは建屋の雨水が入り、更に井水槽、中水槽からのオーバー分が入り貯められる
。雨水槽水は敷地内の散水に使用し、加圧ポンプにＰ－１１により送水する。雨水槽への
流入が増大した場合はオーバーフローにより、敷地内のＵ字溝へ排出される。なお豪雨対
策としては、雨水槽への流入が間に合わなくなった場合、雨水槽への配管手前側に逃げ用
バイパス配管によりＵ字溝に流れるようにする。
【００６５】
〈井水槽回路運転〉
　井水槽のレベルスイッチＬＳ－５が規定以上に下がった水位を検出すると、井戸ポンプ
Ｐ－１０及び送水ポンプＰ－９が運転し、地下水が井水槽に供給される。
【符号の説明】
【００６６】
１・・・空調システム
１０・・・建築物
１２・・・屋根
１４・・・天井面
１６・・・床面
１８・・・基礎
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２０・・・室内空間
２２・・・床下空間
２４・・・天井空間
１００・・・仕切構造
１０２・・・外装仕上げ材
１０４・・・透湿・防水シート
１０６・・・断熱材
１０８・・・壁体構造材
１１０・・・セパレータ
１１２・・・柱
１１４・・・第１の遮熱シート固定材（縦胴縁）
１１６・・・第２の遮熱シート固定材（縦胴縁）
１１８・・・内装仕上げ材
１１８ａ・・・放出口
１２０・・・遮熱シート
１２２・・・空隙層
１２４・・・室内側空隙層
１２６・・・反室内側空隙層（室外側空隙層）
１３０・・・全熱交換器（第１の熱交換器）
１３２・・・吸気口
１３４・・・吸気路
１３６・・・排気路
１３６ａ・・・回収口
１３８・・・排気口
１４０・・・室外蓄熱器（槽）
１５０・・・伝熱管蓄熱方式熱交換機器（第２の熱交換器）
１６０・・・放熱・輻射パネル
１７０・・・第１の送風路
１８０・・・第２の送風路
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